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１．自治体の基本情報

基本情報

地域連携・地域移行における都道府県の現状・課題

人口 1,707,747人 部活動数 ８７６部活

市区町村数 １４市２３町７村 都道府県の協議会・検討会議
等の設置状況

設置済

公立中学校数 １２０校 都道府県の推進計画・ガイドラ
イン等の策定状況

策定済

公立中学校生徒数 27,625人

実証事業に参加した
市区町村数

２市８町２村

実証事業に参加した拠点校数
（域内の合計）

１３校

地域クラブ活動に取り組んだ
部活動数（域内の合計）

３２部活

全国的にも、大きな課題となっている少子化の進展については、本県の中学校の生徒数も大幅に減
少しており、県内の公立中学校（熊本市除く。）においては、平成１６年度の生徒数は37,990人であった
ものが、令和４年度には生徒数 27,730人に減少している。 さらに出生数で見ると、平成16 年には 

16,313人であったものが、令和２年には13, 011人にまで落ち込む（次ページ参照）など、今後も少子化
による生徒数減少が見込まれる。

また、熊本県中学校総合体育大会における複数校合同チームの申請数の推移をみると、平成２４年
度は申請数１３チームであるのに対し、令和５年度は申請数９０チームと大幅に増加している（次ページ
参照）。このことから、単一校ではチームを編成することが困難な状況にある部活動が増加していること
がうかがえる。

今後も少子化の進展が予想されており、各学校における部活動の小規模化による魅力低下が危惧さ
れるところであり、現行のシステムによる持続可能性という点に難しさがあることは間違いない状況であ
る。このような社会情勢の変化等を踏まえ、中学校運動部活動の維持が困難となる前に、学校と地域と
の連携・協働により、将来にわたって生徒がスポーツに継続して親しむことができる環境を整備する必
要と考え、令和５年度は県内１２市町村で地域移行の推進に向けた実証事業に取組んだ。
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１．自治体の基本情報

中学校総合体育大会における複数合同チーム申請数 （熊本県中学校体育連盟まとめより）

本県の出生数の推移 （令和２年人口動態調査報告より）
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２．実証内容と成果

運営体制・役割

年間の事業スケジュール

▼事業実施体制図（県と市町村における推進体制図）

▼行政組織内での役割分担

⚫ 体育保健課

・県総括コーディネーターの配置

・推進協議会の設置・運営

・熊本県地域クラブサポーターバンクの設置・運営

・市町村への指導・助言

・関係団体への情報発信

４月 熊本県公立中学校における休日の運動部活動の地域移行推進計画
５月 各市町村へ地域移行取組状況調査の実施
８月 第１回熊本県中学校部活動の地域移行推進協議会の開催、市町村ヒアリング実施
１０月 第２回熊本県中学校部活動の地域移行推進協議会の開催
１１月 競技団体説明会の開催、コーディネーター及び担当者等研修会の開催
１２月 熊本県地域クラブサポーターバンクの設置、地域スポーツ実技指導者研修会の開催
２月 地域スポーツサポーター研修会の開催
３月 第３回熊本県中学校部活動の地域移行推進協議会の開催
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２．実証内容と成果

取組内容

▼取組項目名：ア．関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

取組事項

取組の
成果

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保証・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取り組み

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

・課題や取組状況を把握するだけでなく、各市町村の実情に応じた助言ができるよう、個別ヒア

リングでは、直接各市町村の担当者と話をする機会を設けた。

・各市町村の地域移行の進め方について、県からパターンを示す等（右図参照）、市町村

だけで地域移行に取り組むのではなく、県と市町村が連携して取組を進めた。

・県推進協議会では、調査やヒアリングで明らかになった各市町村の課題を報告するだけでな

く、課題解決に向けた具体的な取組の提案を行った上で、委員から意見をいただいた。

特に
工夫した
事項

・令和６年２月現在で、推進計画を策定した市町村数は、４４市町村のうち５市町であった。また、検討委員会を設置

した数は２３市町村であった。地域移行を計画的に進めるためには、全市町村に推進計画の策定と検討委員会の設

置働きかけていく必要がある。

今後の
課題と
対応方針

・県総括コーディネーターを配置し、 市町村との連絡調整を図る。
・県推進協議会を設置し、方向性や取組等に関しての協議を行う。
・市町村に調査及びヒアリングを実施し、県内の進捗状況や課題を把握する。

・県総括コーディネーターを配置することで、市町村とのスムーズな連携を図ることができた。また、市町村への調査や個別ヒア

リングを実施した際には、県総括コーディネーターが中心となって情報をまとめたことにより、課題解決に向けた取組内容が明

 確になった。

・熊本県中学校部活動の地域移行推進協議会を設置し、３回の協議会を開催した。課題の解決に向けた協議を行い、

 人材バンクの整備等の取組の実施につながった。

・市町村ヒアリングを実施し、検討委員会の設置を促したことで、設置数が増加した。（次ページ表参照）
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２．実証内容と成果

取組内容

▼取組項目名：ア．関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保証・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取り組み

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

検討委員会、協議会の設置状況
（数字は市町村数。熊本市を除く４４市町村が対象）

来年度（令和６年度）設置予定
１１市町村

地域移行における課題について

※中学校における部活動の地域移行に関する調査（令和５年６月、令和６年２月）結果より

※複数回答
令和５年６月調査では、選択肢の中から
主な課題を３つを選択。
令和６年２月調査では、選択肢の中から
当てはまる課題を全て選択。

※複数回答

※中学校における部活動の地域移行に関する調査（令和５年６月、令和６年２月）結果より
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２．実証内容と成果

取組内容

▼取組項目名：イ：指導者の質の保証・量の確保

取組事項

・多くの市町村が課題としている「指導者の確保」について、指導者等の情報

を提供できる仕組みが整備できた。

・令和６年２月現在、サポーターバンクの登録者数は４５人。

・地域スポーツ実技指導者研修会、地域スポーツサポーター研修会には、

延べ２３人が参加した。

取組の
成果

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保証・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取り組み

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

特に
工夫した
事項

・サポーターバンクの登録者を増やすためには、県民への周知やスポーツ関係団体等と連携強化が必要である。

・指導者研修会では、指導技術だけでなく、「中学生期に適したトレーニング方法」や「体罰・ハラスメントの防止」等、子供を

指導するために必要な内容についての研修を行う必要がある。

今後の
課題と
対応方針

・熊本県地域クラブサポーターバンクの設置
・地域スポーツ実技指導者研修会の実施
・地域スポーツサポーター研修会の実施

・サポーターバンクの周知に向け、チラシを作成し（右図参照）、県内市町村、

 各関係団体、スポーツ・文化施設、商業施設等への配布を行った。

・登録者がスムーズに登録できるよう、チラシには地域移行の説明や登録から採用

  までの流れについて示した。

・地域スポーツ実技指導者研修会では、ＡＣＰ（アクティブチャイルドプログラ

 ム）の有資格者が、実際に指導をしている様子を見学した後に、講義を行って

理解を深めるという形式にした。
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２．実証内容と成果

取組内容

▼取組項目名：ウ：関係団体・分野との連携強化

取組事項

・県中学校体育連盟に加盟する競技団体を対象とした、部活動地域

移行の説明会を開催し、地域移行の目的や県内の取組事例の紹介、

サポーターバンク登録への協力等を行った。また、総合型地域スポーツク

ラブの研修会の中でも同様の説明を行った。このことにより、地域移行へ

の理解が深まり、令和６年２月現在で、サポーターバンクへの登録者

数４５人、２７の地域クラブが設置された一因になったと考えられる。

取組の
成果

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保証・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取り組み

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

・説明会では、少子化や子供たちのニーズの変化、教員の働き方改革等、

地域移行の背景や目的等を伝えるとともに、各競技団体にとっては、普

及・育成のチャンスであることや新たな指導者を確保できるというメリットに

ついても説明した。

・各競技団体や総合型地域スポーツクラブが部活動地域移行の受け皿と

なるためには、どのようなプロセスが必要になるかということを説明した。

特に
工夫した
事項

今後の
課題と
対応方針

・県内競技団体への説明会の開催
・県内総合型地域スポーツクラブへの説明の実施

・受け皿作りを進めるためにも、運動部活動に特化して協議を行う委員会を設置する必要がある。その委員会で、スポ
ーツ団体が地域クラブの運営母体となっている事例や市町村と連携して地域クラブを運営している事例について情報
提供し、地域クラブ設立の促進につなげたい。



9

２．実証内容と成果

取組内容

▼取組項目名：オ：内容の充実

取組事項

取組の
成果

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保証・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取り組み

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

・地域移行推進が遅れている市町村にとっても「活動体制整備の順序と内容」が

理解できるよう、県内先進地域の事例を踏まえながら説明した。

・コーディネーターの配置を促進するため、地域移行の取組や地域クラブ活動の

運営に係るコーディネーターの役割や業務内容を詳細に説明した。

・他市町村の取組を参考にすることや、共通の課題に対して連携しながら取組を

推進すること等の市町村間の体制づくりにつなげるため、近隣市町村の取組状況

や課題を共有する場を設けた。

特に
工夫した
事項

・コーディネーター配置の重要性については、多くの市町村が理解していると考える。しかし、コーディネーターの配置を計画して

いても、適切な人材がおらず、配置できなかった市町村もあった。今後は、コーディネーターの役割や業務内容について、さら

に詳しく研修を実施する等、コーディネーター未配置の市町村においても円滑な推進ができるような支援をする必要である。

今後の
課題と
対応方針

・各市町村中学校部活動地域移行コーディネーター及び担当者研修会の開催

・コーディネーターを配置している市町村から、地域移行に関する先進的な
取組や効果的なコーディネーターの活用法について情報提供したことで、
地域移行の進め方やコーディネーターの担う役割についての理解が進み、
コーディネーターの配置が促進された。（右図参照）
・近隣地域の担当者間で情報交換を行うことで、他市町村の状況を把握
することができ、共通の課題に対しては連携して取り組む等、今後の進め
方を考えるきっかけづくりになった。
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２．実証内容と成果

参考資料（アンケート結果、広報物、協議会等で使用した資料の抜粋等）

【上天草会場】 【桜木会場】

【富合会場】 【多良木会場】

○地域スポーツ実技指導者研修会のチラシ・当日の様子
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２．実証内容と成果

参考資料（アンケート結果、広報物、協議会等で使用した資料の抜粋等）

【キャプション】

【地域クラブアドバイザー 石川氏の講演】

【明治大学 高峰教授の講話】

○地域スポーツサポーター研修会のチラシ・当日の様子
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３．今後の方向性

地域連携・地域移行の推進に向けた今後のロードマップ



【熊本県水俣市】
令和５年度地域スポーツクラブ活動体制整備事業
（運動部活動の地域移行に向けた実証事業）

自治体名 熊本県水俣市

担当課名 教育課

電話番号 0966-61-1638
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１．水俣市の基本情報

基本情報

地域連携・地域移行における水俣市の現状・課題

・本市においても、少子化が進展する中、学校部活動を現行の体制で実施することは難しい。

・すでに野球やサッカーは市内4つの中学校が合同部活動として活動している。

・教職員の働き方改革の観点からも、学校を中心としたこれまでの指導体制を継続することは厳しい。

・国の地域移行改革案は、平日と土日を分ける形となっているが、これでは指導者が変わることによる混乱も想定されるため、水

俣市では、平日も含めて一括して地域移行を行うことを検討している。

・本市には、今後、地域移行の受け皿として考えられる水俣市キッズスポーツクラブがある。

・水俣市キッズスポーツクラブでは、主に小中学生が活動を行っている。

（学校部活動と重複して活動している生徒もいる）

・水俣市の小学校部活動は、令和元年度に社会体育への移行済である。

・今後、様々な検討課題を協議のうえ、令和８年度からの地域移行に向けて準備を進めていかなければならない。

人口 22,133人 部活動数 ２５部活

公立中学校数 ４校 市区町村の協議会・検討会議
等の設置状況

設置済

公立中学校生徒数 ５４８人 市区町村の推進計画・ガイドラ
イン等の策定状況

未策定
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２．実証内容と成果

取組内容

【実施時期】 令和５年１２月～令和６年１月

【実施場所】 旧水俣市立水俣第三中学校グラウンド （※送迎事業は各中学校から旧水俣三中グラウンドまで）

【取組内容】

① 中学校部活動（軟式野球）について、市内４校での合同部活動が機能しているかの確認を行う。

② 小学生が中学校に進学以降も野球を続けることができるよう、円滑な移行につなげるため合同部活動を体験してもらう。

③ 遠方から参加する生徒のスクールバスを利用した送迎が可能かどうか検証する。

取組事項

①４校の各教諭が円滑に連携の上、小中学生への適切な指導を行い、和気あいあいとした雰囲気の中にも、随所に機敏な動きがみられ

充実した活動が行われていることを確認できた。

②小学生に関しては、活動の序盤から違和感なく中学生に溶け込む形で全ての練習メニューに参加し、世代間の垣根を越えた小中学生の

円滑な連携による活動、合同部活動の体験を行うことができた。

③送迎事業に関しては、合同練習場所から遠方に位置する袋中学校及び緑東中学校の２校を対象に実施し、２台のスクールバスを活用

のうえ、滞りなく送迎を行うことができた。

取組の
成果

①各校からの指導者が連携した現在の合同部活動は、非常に活動体制が充実していると思われる。民間指導者とも連携のうえ、２年後の地

域移行に向けた移行組織として、調整を進めていく必要がある。

②小学生に関しては、中学校部活動の地域移行に関して不安を抱えている保護者もいるため、必要な情報を共有のうえ、今回の体験事業も

契機としながら、中学校進学後の円滑な競技継続につなげていく必要がある。

③送迎事業に関しては、円滑に実施することはできたものの、対象者数は少なく、費用対効果を検証のうえ、軟式野球以外の競技にも需要が

あるのか、あるいは本市のスクールバス制度そのものとの兼ね合いも考慮のうえ、実現可能性を探っていくことになるものと思われる。

今後の
課題と
対応方針
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２．実証内容と成果

参考資料（活動写真）

【合同部活動（軟式野球）の小中学生に対する指導風景】 【遠隔地からの生徒の送迎事業】

【合同部活動（軟式野球）の小学生による体験事業】 【遠隔地からの生徒の送迎事業（車内）】
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３．今後の方向性

地域連携・地域移行の推進に向けた今後のロードマップ



【熊本県玉東町】
令和５年度地域スポーツクラブ活動体制整備事業
（運動部活動の地域移行に向けた実証事業）

自治体名 熊本県玉東町

担当課名 教育委員会社会教育課

電話番号 0968-85-3609



2

１．自治体の基本情報

基本情報

地域連携・地域移行における市区町村の現状・課題

現状

剣道部：外部コーチ（平日・土日とも）

野球部：外部コーチ（土日のみ）

柔道部：外部コーチ（平日・土日とも）

陸上部：外部コーチ（平日・土日とも）

サッカー部：外部コーチ不在

バレーボール部：外部コーチ不在

バドミントン部：外部コーチ不在 外部コーチ不在の部活動について、指導者の確保が課題。

吹奏楽部：外部コーチ不在

玉東町の現状として中学校が１校あり、部活動については教員が主体的に指導している種目と外部指導者が主体的に指導している種目に区分される。
地域移行については、平日土日ともに外部指導者が主体的に指導している種目、土日のみ外部指導者が主体的に指導している種目の１種目ずつを学校
部活動のまま、テスト移行しており、令和６年度中の完全移行を目指す。他の部活動についても、令和６年度中の移行を目指していく。
課題としては、外部指導者が在籍していない種目について、教員や町内経験者などに指導の意向を確認しているが、目途が立っていない種目があり、地
域移行の障害となっている。

人口 5191人 部活動数 ８部活動

公立中学校数 １校 市区町村の協議会・検討
会議等の設置状況

設置済

公立中学校生徒数 142人 市区町村の推進計画・ガ
イドライン等の策定状況

策定予定なし
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２．実証内容と成果

運営体制・役割

年間の事業スケジュール

Ｒ５年５月 協議会設立 Ｒ5年５月～ 運営委員会２回

Ｒ５年６月 町体育協会に協力依頼 検討部会６回

Ｒ５年７月 保護者に部活動の地域移行についての説明

Ｒ５年８月 保護者・生徒・中学校職員にアンケート実施

Ｒ６年２月 テスト移行開始

▼運営体制図
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２．実証内容と成果

地域スポーツクラブ活動の運営実績

拠点校数 1校 地域クラブ活動に取り組んだ種目 剣道・野球

地域クラブ活動テスト
移行をした部活動数

2部活

拠点校名 玉東中学校

地域クラブ活動テスト移
行移行した部活動数

２部活

地域クラブ活動テスト移
行実施した種目

剣道、野球

運営主体名 教育委員会

運営類型 地域団体・人材活用型

１か月あたりの平均的な
活動回数

剣道：月21回程度
野球：月21回程度

指導者の主な属性 地域指導者

活動場所 剣道部：玉東町武道館
野球部：玉東町グラウンド

１人あたりの参加会費等
（年額）

剣道：なし
野球：なし

１人あたりの保険料 なし

▼活動概要 ▼運営体制図（地域クラブ活動テスト移行運営体制図）

主な取組例

玉
東
町
教
育
委
員
会

玉
東
中
学
校

野球部

剣道部

保護者
・大会申込み

・学校、地域指導者との連絡調整
・施設予約
・練習日程作成

地域指導者

指導
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２．実証内容と成果

取組内容

▼取組項目名：ア．関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

事務局員兼コーディネーターを１名配置し、関係団体と中学校との連絡調整を行う。

具体的には、大会申込については、保護者に行ってもらうことで競技団体としての組織強化を図る。

また、外部指導者と教員の役割を明確にすることで、地域移行後の学校との連絡体制を構築する。
取組事項

剣道部（平日・休日）・野球部（休日のみ）について、学校部活動のまま地域移行テストを実施。

２部活動の地域指導者と学校と日程調整をはかり、練習予定表を作成・配布。

また、２部活動の地域指導者から意見を聞き、今後の地域移行に向けて参考にしている。取組の
成果

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保証・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取り組み

オ：内容の充実

２部活動のテスト移行がうまくいっているので、今後他の部活動もテスト移行を行う。。テスト移行が問題なく終了すれば、来年度、本格的移行

を目指す。

今後の
課題と
対応方針
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２．実証内容と成果

取組内容

▼取組項目名：イ：指導者の質の保証・量の確保

取組事項

現在、いくつかの競技団体において、外部指導者のいない部活動について体育協会から声掛けを実施して頂いたが、指導者とし

ては実現していない。またテスト移行をした部活動については、ガイドラインに沿った指導がきちんとなされている。

取組の
成果

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保証・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取り組み

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

体育協会の競技団体ごとの連携強化につながるよう、体育協会会長に依頼するとともに、各団体にも個別に依頼した。

特に
工夫した
事項

今後も体育協会に、および各団体に協力してもらえるよう、密に連絡をとる。今後の
課題と
対応方針

人材の発掘のアンケートを町内全世帯に配布し、人材の掘り起こしをするとともに、外部指導者のいない部活動については、

町内競技団体に依頼し、指導者の配達に係る助言・アドバイスを伺った。また、テスト移行している指導者については国ガイ

ドラインの説明し、内容に沿った指導を依頼した。

また、マッチング・配置に関する取組や指導者に対しての研修・資格取得を促進する。
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２．実証内容と成果

参考資料（アンケート結果、広報物、協議会等で使用した資料の抜粋等）
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２．実証内容と成果

取組内容

▼取組項目名：キ：学校施設の活用等

学校の設備・備品等を地域移行後、使用できるように学校と協議し、ルールの策定中。

取組事項

・現在、部室がうまく活用されていないので、学校と話し、部室を活用できるようにした。

・学校の設備・備品等が使用可能な見込み。

取組の
成果

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保証・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取り組み

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

部活動と同じ様に優先して施設利用が可能となるようなルール作りが必要。今後の
課題と
対応方針
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２．実証内容と成果

参考資料（活動写真）

【テスト移行している剣道部１】

【テスト移行している野球部１】 【テスト移行している野球部２】

【テスト移行している剣道部２】
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２．実証内容と成果

地域スポーツクラブ活動の実施に至るまでの合意形成プロセス

協議会設置、

検討開始

受け皿団体や

指導者の選定

生徒、保護者

への説明

地域クラブ移

行テスト開始

地域クラブ活

動の開始

●運営委員会・検討部会で

関係者間の顔合わせ

・今後の課題洗い出し

●体育協会への説明・協力依

頼

・指導者確保に向けての依頼

●現状確認

☆体育協会の競技により連携で

きている種目とできていない種目

があるので、できていないところの

連携強化が必要。

令和５年 令和6年

●保護者への説明

●外部指導者への説明・依頼

●保護者・生徒・教員へのアン

ケート実施

☆保護者、外部指導者はほとん

ど反対意見はないが、まだ将来

的な話のためと思われる。詳細に

決まってから再度アンケートが必

要。

●地域クラブ移行テスト開始

・試合申込は保護者が行う

・練習日程の調整（指導者・学校との

調整）、施設予約は教育委員会が行う

☆保護者に説明したところ、協力的

☆順調に進んでいる。

●今後他部活動についても移行テス

トを実施予定。

●随時、地域クラブ活動を開始。
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３．今後の方向性

地域連携・地域移行の推進に向けた今後のロードマップ

　　　　　　　玉東町　部活動地域移行スケジュール（案）

2023年度 2024年度

玉東町教育委員会

2024年度中に完全移行を目指す。

野球部・剣道部

テスト移行

その他の種目

テスト移行

完全移行

完全移行

・協議会設置

・関係各位への説明

・アンケート実施



【熊本県和水町】
令和５年度地域スポーツクラブ活動体制整備事業
（運動部活動の地域移行に向けた実証事業）

自治体名 熊本県和水町

担当課名 和水町教育委員会 社会教育課

電話番号 0968-34-3047
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１．自治体の基本情報

基本情報

地域連携・地域移行における市区町村の現状・課題

人口 9,080人 部活動数 ９部活

公立中学校数 2校 市区町村の協議会・検討会議
等の設置状況

設置済

公立中学校生徒数 200人 市区町村の推進計画・ガイドラ
イン等の策定状況

策定なし

「令和４年度教員アンケート」より抜粋本町には、中学校2校があり、令和5年度の生徒数の合計は198人である。平成25年度の生徒数は251人

であり、10年前と比べると55人の減少となっており、生徒数の減少に合わせて、部員数も減少傾向である。その

ため、種目によってはチームの人数が足らずに部活動の存続が困難となっている部活動もある。

また、現在は、部活動数は運動部８部、文化部１部の合計９部活動が活動しており、そのうち、4部活動は

外部指導者が配置されている。また、外部指導者が配置されていない５部活動のうち、3部活動（全て同一学

校）は平日部活動のみの活動で、休日部活動が行われていない状況となっている。外部指導者が配置されて

いない部活動は顧問である教員が部活動を実施しているため、教員の負担となっている。

令和4年度に実施した教員へのアンケート結果では、指導している部活動が「専門（得意）とする種目であ

る」と回答した教員は40％で、「自分の専門種目ではない」と回答した教員は60％となった。また、週休日または

祝日の部活動指導について「指導したい」と「どちらかというと指導したい」と回答したのは6％ずつで、「どちらかとい

うと指導したくない」と「指導したくない」との回答があわせて88％にのぼった。専門外の指導や勤務時間外の部活

動指導が、教員の負担となっていることが顕著な結果となった。

そのため、全ての部活動において外部指導者が配置できるよう、地域人材の発掘や町内団体との連携により、

外部指導者を確保して、教員の負担軽減を図っていかなければならない。また、部員数が少なくチームを組めず

に大会等に出場できない部活動もあることから、近隣学校との合同部活動の在り方なども検討していく必要があ

る。
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２．実証内容と成果

運営体制・役割

年間の事業スケジュール

▼運営体制図（和水町における推進体制図） ▼行政組織内での役割分担

⚫ 教育委員会

（社会教育課）・検討委員会に関すること。

 ・中学校及び町内団体等との連携に関すること

（学校教育課) ・中学校との連携に関すること

 ・教員の兼職兼業に関するガイドライン

⚫ 首長部局

教育委員会との連携・協議

令和5年 5月25日(木) 和水町部活動検討委員会の設置

5月25日(木) 和水町部活動検討委員会第1回会議の開催（①基本的な方針、②具体的な取り組み、③今後の計画）
 6月27日(火) 外部指導者意見交換会の開催（①部活動地域移行の計画等、②休日における部活動の地域移行の実施、

③意見交換）

7月12日(火) 町内団体意見交換会の開催（①中学校部活動における外部指導）

7月27日(木) 和水町部活動検討委員会第2回会議の開催（①令和4年度アンケート結果、②近隣市町の進捗状況、
③外部指導者及び町内団体との意見交換会の報告、④休日部活動の地域移行計画（案））

9月26日(火) 保護者説明会（①中学校部活動地域移行について）（場所：和水町中央公民館）

  9月28日(木) 保護者説明会（①中学校部活動地域移行について）（場所：和水町三加和公民館）

  10月23日(月) 和水町部活動検討委員会第3回会議の開催

12月  7日(木) 休日部活動の試験運用説明会の開催

令和6年 1月～2月   休日部活動の試験運用（1中学校、2部活動、活動数10回）

3月21日(木) 和水町部活動検討委員会第4回会議の開催（予定）（①試験運用の報告、②次年度以降の計画）
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２．実証内容と成果

地域スポーツクラブ活動の運営実績

拠点校数 １校 地域クラブ活動に取り組んだ種目 バドミントン、女子バレーボール

地域クラブ活動に取り
組んだ部活動数

２部活

拠点校名 １中学校

地域クラブ活動に移行
した部活動数 ２部活

地域クラブ活動で実施
した種目 バドミントン、女子バレーボール

運営主体名 和水町教育委員会

運営類型 市区町村運営型（地域団体・人材活用型）

１か月あたりの平均的な
活動回数

バドミントン：月2回程度
女子バレーボール：月3回程度

指導者の主な属性 部活動の外部指導者

活動場所 菊水中学校

主な移動手段 自転車

１人あたりの参加会費等
（年額）

バドミントン：なし
女子バレーボール：なし

１人あたりの保険料 なし
※試験運用のため既存部活動の保険で対応

▼活動概要 ▼運営体制図（地域クラブ活動を実施する際の運営体制図）

主な取組例

和水町

指導者：部活動外部指導者
指導補助者：部活動保護者

活動指導

菊水中学校
バドミントン部

女子バレーボール部

承諾

委嘱
謝金支払

教育委員会
連絡調整
謝金支払い

首長部局
教育委員会との

連携・協議

連携
協議

連携・支援
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２．実証内容と成果

取組内容

▼取組項目名：ア．関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

町内体育協会や総合型地域スポーツクラブ、スポーツ推進委員、PTA,中学校教諭、部活動外部指導者を委員とした部活動検討委員会を設

置し、年4回の会議を開催した。会議では、地域移行の方向性や今後の取組み、試験運用について協議・検討を行った。

また、部活動外部指導者や町内団体との意見交換会、中学校保護者説明会も開催した。

さらに、休日部活動の地域移行に向けて、2部活動で試験運用も実施した。

取組事項

休日部活動の体制などを検討していくために、令和6年1月から2月にかけて、試験運用を実施し、試験

運用に参加した中学生22人を対象としたアンケート調査を実施した。その結果、回答者13人のうち、練

習への意欲・積極性に対して、「いつもどおり」と回答した生徒が一番多く、チームメイトとの声かけ（会

話）に対しては、「いつもよりとても良かった、いつもより少し良かった」が合わせて7人と、「いつもと同じ」の

５人より高い回答となった。しかし、練習中の不安に対しては、「いつもより少しあった」が一番多い回答と

なった

このことから、指導者のみの部活動の環境においては、生徒達の不安度が高いことが分かった。

※アンケート回答期限はR6年3月8日であるが、この結果はR6年3月1日現在であることに注意すること。

取組の
成果

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保証・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取り組み

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

休日部活動の指導者を委嘱した外部指導者が少数であったため、指導者の補助や見守りサポーターとして、指導補助者を部活動の保護者

会に委嘱して、複数人体制で実施する部活動と、指導者のみで実施する部活動と分けて、その取り組み成果についても試験運用を実施した。
特に

工夫した
事項

指導補助者を保護者へ委嘱すると、保護者の負担増加につながるため、指導者が複数人体制になるよう、同じ活動場所内で複数部活動を

実施した場合は、少数でも実施できるように、カメラの設置など、施設の整備が必要と考えられる。

今後の
課題と
対応方針
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２．実証内容と成果

参考資料（アンケート結果、広報物、協議会等で使用した資料の抜粋等）

R5年7月27日開催 和水町部活動検討委員会第2回会議資料
「令和４年度アンケート結果（中学校）について」より抜粋

R5年9月26・28日開催 保護者説明会資料
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２．実証内容と成果

参考資料（活動写真）

バドミントン部

指導者が生徒と
一緒に練習を
している様子

バドミントン部

指導者が生徒に
指導をしている
様子

女子バレー
ボール部

指導者が生徒
に指導している
様子

女子バレー
ボール部

指導補助者が
コートの奥で見
守る様子
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２．実証内容と成果

地域スポーツクラブ活動の実施に至るまでの合意形成プロセス

協議会設置、検

討開始

部活動外部指導

者及び関係団体

との意見交換会

保護者への説明

会

児童・生徒達への

説明

学校現場との調

整

地域クラブ活動の

開始

教育委員会が主体となっ

て、関係団体である町内

体育協会や総合型地域

スポーツクラブ、スポーツ推

進委員、PTA,中学校教

諭、部活動外部指導者を

委員とした検討委員会を

設置。

年4回の会議を開催して、

部活動地域移行の方向

性や今後の計画について

検討・協議を行った。会議

の中では、生徒を中心にし

た地域移行との意見等が

あり、試験運用を実施して、

その結果を鑑みて、今後の

計画や休日部活動の体

制を協議することができた。

令和５年 令和６～７年 令和８年

教育委員会が部活動外

部指導者及び町内団体

と意見交換会を実施して、

部活動の地域移行につい

て意見を聴取した。

その結果、部活動の活動

時間や複数人での指導

体制を求める意見が多く

あった。

部活動検討委員会では、

これらの意見を参考にして、

方向性や今後の計画を

検討していくための資料を

提示することができた。

教育委員会が中学校保

護者への説明会を実施し

て、部活動の地域移行に

ついて意見を聴取した。

その結果、練習場所の変

更や経済的な不安、指

導者の質などについて懸

念される意見が多くあった。

その反面、教員の負担軽

減を理解する意見もあり、

部活動検討委員会では、

これらの意見を参考にして、

方向性や今後の計画を

検討していくための資料を

提示することができた。
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３．今後の方向性

地域連携・地域移行の推進に向けた今後のロードマップ

2023年度(R5) 2024年度(R6) 2025年度(R7) 2026年度(R8)

和水町
（首長部局）

和水町
教育委員会

和水町・和水町教育委員会 部活動地域移行スケジュール

教育委員会と連携・協議により、地域移行を推進

○検討委員会の設置
○部活動地域移行
の方針決定
○試験運用の実施
○指導者、保護者への
説明

休日部活動の地域移行 準備期間（教職員現行）

土日の部活動を段階的に地域移行する。
①従来どおり、顧問と外部指導者で部活動を実施する。
②外部指導者を活用し、休日の活動を実施する。（指導者へ謝金あり）
③外部指導者が見つからないことを見据え、教員の兼職兼業の準備を行う。

R8
9月
～

外
部
指
導
者
が
配
置
さ
れ
た
部
活
動
は

休
日
部
活
動
を
地
域
に
完
全
移
行



【熊本県南関町】
令和５年度地域スポーツクラブ活動体制整備事業
（運動部活動の地域移行に向けた実証事業）

自治体名 熊本県南関町

担当課名 教育課

電話番号 0968-57-8507
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１．自治体の基本情報

基本情報

地域連携・地域移行における市区町村の現状・課題

本町唯一の南関中学校には、運動部７部、文化部２部がある。各取組に関する現状・課題については、
以下のとおりである。

１．関係者との連絡調整等の取組について、本町では令和５年度に、バドミントン部の地域完全移行（平
日、休日含む）を実施した。総合型スポーツクラブ（NPO法人A-lifeなんかん）にコーディネータを配置し、
今まで顧問教員が担ってきた部活動に関する業務をした。主な業務として、練習日程調整や、施設調整、
保護者連絡、ユニフォームの寸法などを行った。１部活動を一年間かけてコーディネートしたが、令和６年
度は、ノウハウを活かしバドミントン部に加え、ソフトテニス部を地域完全移行する。
２．指導者の質の保障・量の確保の取組について、本年度は全運動部活動に地域指導者を派遣している
が、持続可能な指導者派遣ができない状況にあるため、県人材バンクの登録推進、活用を行い、指導者
の確保を行う。
３．事業内容を充実させる取り組みとして、令和５年度に、生徒の声を聴き、生徒の主体的な部活動を目
指した「中学校生徒との未来の部活動ワークショップ」を実施した。その中で、勝つことだけを目的としない
、レクリエーション的部活動の需要もあることが分かった。令和６年度も引き続き、生徒とのワークショップ
を実施し、より主体的、自律的な部活動を目指す。
４．関係団体との連携強化の取組として、町スポーツ推進委員との連携を強化する。南関中学校には、部
活動に所属していない３割の生徒がいる。運動が苦手な子どもに運動の機会が増えるよう、町スポーツ推
進委員と連携し、レクリエーション的部活動の支援をする。
５．広域的な取組として、少子化を背景に、本町においても広域的な取り組みが必要である。野球部やバ
レーボール部などの団体競技の部員数が減少しており、チーム形成できない状況にある。管内の中学校
と広域的につながり、休日の部活動に限り、他市町村との合同練習を実施する。
６．参加費用負担の取組として、費用負担の基準を定めるよう検討委員会に置いて協議する。現状は、指
導者謝金を国事業費で賄っている。令和６年度は、費用負担の在り方を検討し、丁寧な保護者説明をし、
令和７年度からの実施に向け準備する。

人口 8,823人 部活動数 7部活

公立中学校数 1校 市区町村の協議会・検討会議
等の設置状況

設置済

公立中学校生徒数 175人 市区町村の推進計画・ガイドラ
イン等の策定状況

設置予定

資料：国勢調査及び社会保障・人口問題研究所 

南関町の総人口の推移
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２．実証内容と成果

運営体制・役割

年間の事業スケジュール

４月  ・・・地域部活動の活動開始（陸上部、バレーボール部、バスケット部、バドミントン部、ソフトテニス部）、保護者説明会の開催

５月  ・・・第１回部活動検討委員会の開催

６月  ・・・第１回地域部活動指導者会議

７月  ・・・アンケート調査の実施（小学校４～６年生保護者）

８月  ・・・第２回部活動検討委員会の開催

９月  ・・・中学校生徒との未来の部活動ワークショップ開催、第３回部活動検討委員会の開催、第２回地域部活動指導者会議

１２月・・・第４回部活動検討委員会の開催

２月  ・・・第５回部活動検討委員会の開催、実績報告書等の作成

▼運営体制図（市区町村における推進体制図）
▼行政組織内での役割分担

⚫ 教育委員会（教育課）

事業実施主体（検討委員会の運営、地域部活

動の体制づくり、指導者育成の検討等）

⚫ 首長部局（まちづくり課）

町企業との連携など、必要に応じて本町まちづ

くり課と連携をする



4

２．実証内容と成果

地域スポーツクラブ活動の運営実績

拠点校数 1校 地域クラブ活動に取り組んだ種目 バドミントン、ソフトテニス、バスケットボール、陸上、バレーボール

地域クラブ活動に取り
組んだ部活動数

5部活

拠点校名 南関町立南関中学校

地域クラブ活動に移行
した部活動数

５部活

地域クラブ活動で実施
した種目

バドミントン、ソフトテニス、バスケットボール、陸上、
バレーボール

運営主体名 南関町

運営類型 市区町村運営型（地域団体・人材活用型）

１か月あたりの平均的な
活動回数

ソフトテニス、バスケットボール、
陸上、バレーボール：月４回程度

バドミントン：週５回程度

指導者の主な属性 会社員、自営業

活動場所 南関中学校、南関町農村広場

主な移動手段 自転車

１人あたりの参加会費等
（年額）

バドミントン：6,000円

１人あたりの保険料 スポーツ安全保険
生徒１人あたり：800円/年

指導者１人あたり：1,850円/年

▼活動概要 ▼運営体制図（地域クラブ活動を実施する際の運営体制図）

主な取組例

南
関
町
（
運
営
主
体
）

業務委託

N
P
O

法
人A

-life

な
ん
か
ん

指導者の紹介等の
事業協力

・バドミントン部指導者
・ソフトテニス部指導者
・バスケットボール部指導者
・陸上部指導者
・バレーボール部指導者

南
関
中
学
校

地域クラブ
活動への参加

・地域クラブ活動の運営

・保険の加入・連絡体制の整備

・検討委員会の出席・意見交換・検証
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２．実証内容と成果

取組内容

▼取組項目名：ア．関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

本町では令和５年度に、バドミントン部の地域完全移行（平日、休日含む）を実施した。総合型スポーツクラブ（NPO法人A-lifeなんかん）
にコーディネータを配置し、今まで顧問教員が担ってきた部活動に関する業務をした。主な業務として、練習日程調整や、施設調整、保護者連
絡、ユニフォームの寸法などを行った。１部活動を一年間かけてコーディネートした。取組事項

総合型スポーツクラブ（NPO法人A-lifeなんかん）にコーディネータを配置し、バドミントン部の完全地域移行を実施したことで、顧問教員が部

活動に従事しなくなった。部活動の時間中に、授業準備等の業務に従事でき、超過勤務時間が減少した。

取組の
成果

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保証・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取り組み

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

部費の会計管理については、保護者に依頼した。学校に届く部活動に関するメールを直接受信できるようにした。

特に
工夫した
事項

令和６年度は２部活動のコーディネータを行う。業務内容を精査し、より効率的な業務を行う。今後の
課題と
対応方針
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２．実証内容と成果

取組内容

▼取組項目名：オ：内容の充実

生徒の自律的、自主的部活動の取組

１．小学４年生～６年生対象アンケートを実施し、部活動ニーズを調査する。

２．南関中学校生徒とのワークショップを開催し、生徒の意見を聴く。
取組事項

本町小学４年生～６年生の対象者183人にアンケートを実施した。部活動ニーズの問いに、競技力向上ニーズが５３％、レクリエーション

的ニーズが４５％であり、ニーズが分かれていることが分かった。

また、南関中学校生徒とのワークショップを開催し、生徒の部活動ニーズを聴いた結果、５グループのうち３グループがスワップ部活動（２つ

以上の部活動を行き来するレクリエーション的部活動）があったら良いと発表した。
取組の
成果

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保証・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取り組み

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

南関中学校生徒とのワークショップでは、久留米大学および南関中学校と連携し、さまざまな立場の生徒の意見が聴けるように、部活動部長、

生徒会、委員会委員長、クラス委員長、部活動に所属していない生徒など、５グループに分かれた。令和６年度以降も定期的に、ワーク

ショップを開催し、実際に、生徒の意見を部活動に反映することで、生徒の部活動に対する自律性、自主性を向上させる。特に
工夫した
事項

令和５年度に実施した「南関中学校生徒との部活動ワークショップ」を令和６年度も引き続き実施する。今後の
課題と
対応方針
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２．実証内容と成果

参考資料（アンケート結果、広報物、協議会等で使用した資料の抜粋等）

【小学４年生～６年生対象の部活動ニーズアンケート】

【小学４年生～６年生対象の部活動ニーズアンケート】
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２．実証内容と成果

参考資料（活動写真）

【未来の部活動を考えるワークショップ】 【南関町部活動検討委員会】

【バドミントン部練習風景】 【陸上部練習風景】
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２．実証内容と成果

地域スポーツクラブ活動の実施に至るまでの合意形成プロセス

協議会設置、検

討開始

記受け皿団体や

指導者の選定、

拠点校の選定

学校現場との調

整

生徒、保護者へ

の説明

地域クラブ活動

の開始

地域クラブ活動

の拡大

●ステークホルダー NPO法人A-lifeなんかん

●経過 南関中学校バドミントン部を平日休日含め完全地域移行

●実施にあたって生じた課題  学校外の民間コーディネータが部活動業務をする場合、顧問教員のように効率的に業務をするのが困難である。

 令和６年度は、コーディネータする部活動を２部活動にするが、人員が不足する。

●実施内容、工夫した点 等 練習日程調整や、施設調整、保護者連絡など実施。部活動に関するメールを共有し業務を工夫する。

令和２年 令和３年 令和５年、６年、7年



10

３．今後の方向性

地域連携・地域移行の推進に向けた今後のロードマップ

令和５年度 令和６年度 令和７年度以降

・休日の部活動を地域移
行（一部部活動除く）

・バドミントン部を休日平日
含め地域移行

・休日の部活動を地域移
行（一部部活動除く）

・バドミントン部およびソフト
テニス部を休日平日含め地
域移行

・休日の部活動を地域移
行（一部部活動除く）

・休日平日含めた地域移
行する部活動の増加

・部活動数の見直し
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